
ムーンショット型研究開発制度

目標２プログラムディレクター

祖父江 元

共催：内閣府、文部科学省



病気の発症の前に超早期予測と予防

病気の発症後に治療

健康な状態

従来の医療

【超早期予防法】【超早期予測法】

病気にかかっている状態

病気になりかかっているが
まだ健康な状態に後戻りできる段階
「超早期（ちょうそうき）」

新しい技術で
「超早期」を発見

新しい技術で
「健康」に戻す

後戻りできる超早期の段
階で予測し、予防する

ウェルビーイングの増進
- 健康寿命の延伸
- 医療コストの低減
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後半では、参加者のみなさんより質問やコメントをいただく時間を持ちます。さらに終了後、
現地ではみなさまと研究者がより深く交流できる場を設けます。

ムーンショット目標2 プログラム推進体制

プログラムディレクター（PD）

祖父江 元 PD
愛知医科大学 理事長・学長

数理PJ

合原 一幸 PM
東京大学 特別教授

糖尿病PJ

片桐 秀樹 PM
東北大学 教授

がんPJ

大野 茂男 PM
順天堂大学 特任教授

認知症PJ

高橋 良輔 PM
京都大学 特命教授

感染症PJ

松浦 善治 PM
大阪大学 特任教授

プロジェクトマネージャー（PM）

数理・がん・糖尿病・
認知症・感染症

5つのプロジェクトが
最先端の研究を推進!!
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渡部 喬光
東京大学

西山 尚来
東京科学大学

藤生 克仁
東京大学

高橋 暁子
（公財）がん研究会

服部 信孝
順天堂大学

治すから防ぐ医療へ
のぞいてみよう！2050年の医療の姿

「なおす」だけじゃダメですか？
「防ぐ」チカラはムムムムゲンダイ！

血液から脳の病気をつきとめる未来医療

糖尿病や心臓病：症状が出る前”に気づく未来へ

がんになりかけのサインを見つける！

脳のクセを手なづけよう

司会
本田 隆行

科学コミュニケーター

数理解析PJ

糖尿病PJ

感染症PJ

がんPJ

認知症PJ

日常生活の中で病気のサインが分かる？

数理モデルで脳の状態を捉える？

数理モデルでウイルス感染拡大を予測できる？

血液検査だけで脳の病気のサインが分かる？

がんになりかけの老化細胞をみつけられる？
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後半では、参加者のみなさんより質問やコメントをいただく時間を持ちます。さらに終
了後、現地ではみなさまと研究者がより深く交流できる場を設けます。

PD
祖父江 元

愛知医科大学 理事長・学長

後半では参加のみなさまからの質問やコメント
を取り上げ、ディスカッションをします。

未来の医療
を知りたい どんなところが

すごいの？

良いことばかり？
気を付けることは？

もっと聞きたいこと、わからないことなど、みなさまの立場から研究者に迫っていきます。
質問、コメント等をどんどんお寄せください。

私には何ができる？

私たちのプロジェクトのメンバーが、みなさんの疑問にお応えします！

終了後、「対話の場」を開催します。ロビーへお立ち寄りください。

プロジェクトの研究者がお待ちしております。

本田 隆行
科学コミュニケーター

司会

みなさまの疑問にお応えします！
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